
はじめに

　指定調査課題事業は、公益財団法人大学コンソーシアム京都（以下、財団）が実施す

る事業の改善・見直しや新規開発・高度化を目的に設定した課題について、財団に加盟

する大学・短期大学に所属する教職員からなる研究グループに調査研究を委託し、その

成果に基づいて事業改善を図るものです。

　2005 年度から 2010 年度まで財団内に設けた「京都高等教育研究センター」において

事業活動評価の研究活動を実施してきました。その後、2013 年度に策定された「第 4

ステージプラン（2014 〜 2018 年度）」において、調査研究事業の再構築が課題との指

摘を受け、財団事業の見直し・改善、新規開発・高度化や財団加盟校への情報提供に資

することを目的に、2015 年度から指定調査課題を設定し、専門分野の研究者による調

査研究を実施しています。

　この度、2017 年度に実施した調査研究の成果をまとめた報告集を作成いたしました。

調査研究の成果を財団の事業改善や新規事業の開発へ活用することはもとより、加盟大

学・短期大学、全国の大学の皆さまにも参考にしていただければ幸いです。引き続き、

当事業へのご協力、ご理解を賜りますようお願い申しあげます。

　最後に、研究グループの皆さまには熱意をもって、積極的に取り組んでいただきまし

たことに深く感謝申しあげます。また、調査研究を進めるにあたりアンケート、インタ

ビュー、ヒアリング等の調査で多くの学生や卒業生、企業・団体の皆さまにご協力をい

ただきましたことに御礼申しあげます。

2018 年 4 月　





調査研究

学問的交流における意義と効果に関する実証的研究
「大学のまち京都・学生のまち京都」の魅力を生かした

学問的交流の場の提言に向けて
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